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2 月号

No.852

12
月
13
日
㈰
開
催　

公
民
館
講
座
―
お
菓
子
の
家
作
り
―

『
親
子
で
挑
戦
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ス
』
よ
り

p.16 【特集】文化センターだより
p.18 『えんぴつリレー』 

 （谷地原区　田邉弁一／大久保区　井出和嘉子

『教えてあなたのサークル』 
 （フォーパッチの会／フラ コモロスミレ）

p.20 『ぼくとわたしの作品』 （芦原中学校）
【ご案内】 3月公民館講座

p.21 2 月小諸市文化会館スケジュールほか

❖内容



16令和 3年 2月号

内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

　小諸市公民館では、市民の主体的な「学び」を促進するため魅力ある企画や市民ニーズを踏まえた
各種講座・教室を開催し、いつでも気軽に学ぶことができるよう取り組んでいます。

　きょう、ヘクセンハウスをつくりました。きじを 4ミリ
にのばして、かたをつくってクッキーをつけてオーブンで
やくのがたのしみでした。クッキーが、やけてつくえにお
いたら、いいにおいがしました。うちにかえって、たべた
らおいしくてまたいきたくなりました。こんどいったらも
っとがんばって、おいしくつくりたいです。うちでもつく
りたいです。 （参加者 Ｍちゃん）

　楽しみにしていたヘクセンハウス作り。最初は硬かった
バターが弟と協力して混ぜてクリーム状になった時はふし
ぎでした。型抜き、模様作りは思っていたより大変でした。
家が完成間近の時、壊れてしまいとてもくやしかったです。
先生が手伝ってくれてもう一度家ができた時は、とても嬉
しかったです。先生は『お菓子の大工さん』だと思いまし
た。今度はパンの家を作ってみたいです。 （参加者 Ｈくん）

━ こもろ女性の家 ━━ 小諸市公民館 ━

【教　室】
・こもろシニア教室　・女性学級　・小諸市民大学

【生活文化講座】
・刃物砥ぎ講座
・お料理教室
・多肉植物の世界
・ワクワク筆文字
・お家時間を楽しむ

【語学・教養講座】
・初心者のウクレレ教室
・コーディネートレッスン
・エンジョイ英会話
・話し方教室
・珈琲セミナー
・家庭でできる東洋医学

【一般講座】
・家庭菜園
・子どもと“一緒”の写真！
・パソコン講座
・エクセル講座

・スマホで撮る
・はじめてのスマホ講座
・ワード講座

【夏休み講座】
・遊びながら野生の力を呼び覚まそう！
・子ども経済講座
・サイエンス教室
・食育体験教室
・森の中を歩いてトレイルノートを作ろう
・野外力検定

【親子講座】
・小諸市星空観望会
・親子パン作り教室
・プログラミング講座

【美容・健康講座】
・フィットネス
・アロマテラピー
・スキンケア
・ジョイフルストレッチ

　今年度は、新型コロナウイルスの影響で、
中止になった講座・教室もありましたが、感
染防止対策をしながら、実施した講座の中か
ら参加者の声をお届けします。

ヘクセンハウスとは、ヘンゼルとグレーテルの「魔女の家」。
そこから転じてお菓子の家のことを指すようになりました。X'masシー
ズンに向けて、親子で仲良くヘクセンハウス作りに挑戦してみました♪



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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　この講座を「公民館報こもろ」で知り、全く予備知識のない私
にもわかるのか心配でしたが、水嶋先生のユーモアある話と、リ
ラックスした雰囲気で楽しく受講しました。無理なくできること
から採り入れようと早速「ハーバード大式野菜スープ」（料理名）
に挑戦し、思いのほかお手軽に仕上がり大満足でした。どちらか
といえば薬にあまり頼らずに食べ物で健康面に考慮していた自分
でした。また機会があれば再度受講したいです。 （参加者 Ｍさん）

　誘われて何気なく参加した講
座でした。机上には様々な材料
が揃えられていて、目の前には
立派な見本のリースが立ててあ
りました。桧等の枝を短く切り
揃え針金で根元をギュッと縛り
小束をいくつも作り、蔓

つる

の輪に
形良く固定していきます。木の
香りに包まれ指先を使い力仕事
をしていると、参加者同士の気
持ちもほぐれて、皆で楽しい作
業でした。クリスマス・お正月
に使えるこの世に一つのリース
ができました。 （参加者 Ｎさん）

　『東洋医学』と聞いて少し難しいのかな？と思いましたが、いざ受講してみると分かり易いテキストとスライドショーが
あり普段食べている食物の効能や役立つ食事方法、水嶋先生が出版されている本にある体に良いレシピも教わり楽しい講座
でした。ユーモア溢れる貴重な体験談もあり、あっという間に過ぎました。簡単な免疫力ＵＰ術や長生きの秘訣も教えてく
れますよ。おススメです。 （参加者 Ｙさん）

　『お家時間を楽しむ』では、X'masから迎春・新学期の春先まで飾れるリー
ス作りを楽しみました。室内に入ると爽やかな葉の香りが広がり、まるで森
林浴をしているかの様でした。その葉をある程度の量の束にまとめ、土台の
リースに括り付ける作業は難しくなく、無心になって取組んでしまいました。
リースの装飾を変えることで長い間飾るアイディアは面白く、家にある物で
季節の移り変わりを感じたいですね♪ （参加者 Ｓさん）

そこで来年度に向けてみなさんから

　ご希望の講座すべてとはいきませんが、
継続的または、計画的に学習の機会を企画
していきます。

【応募方法】
ＦＡＸまたは、電子メールでお願いします。
 文化センター　ＦＡＸ 0267-25-2224
（右二次元コードからも簡単に応募できます。）

第56回児童生徒新年書初め展
開催日の変更のお知らせ

　児童生徒新年書初め展を 2月 5日㈮～ 7日㈰で予
定していましたが、小諸市の新型コロナウイルス感
染症特別警戒レベル引き上げの影響により開催日を
変更いたします。

【開催日】
2月10日㈬・11日（木・祝）　 2日間

【時 間】　 9：00～17：00
 乙女湖体育館

東洋医学「食事の知恵」として
①東洋医学の基本②体の不調ごとに改善のために適した食事③食
材とその料理法④簡単免疫力アップ法⑤その他を学びました‼

コニファーを使った（針葉樹の総称）多
機能リース作り。本講座ではX'masに加
えて、オーナメントを入れ替えることで
正月用、 4月の新学期のお祝い飾り用等、
ながーく楽しめます。
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

　

女
性
学
級
が
縁
で
始
ま
っ
た
、
月
に
一

度
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
楽
し
む
会
で
す
。
毎

回
講
師
の
小
林
先
生
に
材
料
を
用
意
し
て

頂
き
、
バ
ッ
グ
、
ポ
ー
チ
、
ク
リ
ス
マ
ス

飾
り
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、
季
節
に
合

っ
た
物
、
普
段
の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る

物
を
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作
り
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

家
庭
科
の
時
間
の
よ
う
に
、
縫
っ
た
り

ほ
ど
い
た
り
と
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
の

作
業
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
夢
中
に
な
り

教
え
た
り
教
わ
っ
た
り
、
そ
れ
が
楽
し
い

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
人
に
出
逢
え
た

御
縁
に
感
謝
し
な
が
ら
の
楽
し
い
サ
ー
ク

ル
活
動
で
す
。

代
表　
　

竹
内　

千
恵

が
押
し
寄
せ
列
車
に
乗
り
切
れ
ず
、
屋
根

の
上
に
ま
で
乗
る
状
況
が
続
き
、
自
分
も

蒸
気
機
関
車
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
通
勤
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
辰
野
・
三
岡
・
佐
久
海
ノ

口
・
清
里
の
駅
で
勤
務
。
退
職
し
て
33
年

が
過
ぎ
、
三
岡
駅
、
佐
久
海
ノ
口
駅
が
無

人
駅
に
、
信
越
線
が
し
な
の
鉄
道
に
変
わ

り
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
い
頃
は
、
上
野

ま
で
8
時
間
、「
特
急
あ
さ
ま
」
が
で
き

て
3
時
間
。
新
幹
線
を
使
え
ば
、
佐
久
平

か
ら
上
野
ま
で
は
70
分
で
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
小
諸
駅
に
も
特
急
が
停
車

し
な
く
な
っ
て
23
年
経
ち
ま
し
た
。

　

自
分
の
人
生
は
国
鉄
と
共
に
あ
り
、
鈍

行
列
車
の
各
駅
停
車
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く

り
と
あ
わ
て
な
い
で
自
分
ら
し
く
楽
し
く

過
ご
せ
た
気
が
し
ま
す
。

し
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
Ｂ
29
の
音
が

し
、
そ
の
姿
が
見
え
た
時
に
は
、
駅
の
ホ

ー
ム
に
置
い
て
あ
る
燃
料
の
入
っ
た
ド
ラ

ム
缶
1
0
0
本
を
空
か
ら
見
え
な
い
よ
う

に
毛
布
を
か
け
、
Ｂ
29
が
い
な
く
な
る
ま

で
ひ
た
す
ら
待
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

私
の
在
職
中
、
忘
れ
も
し
な
い
事
故
が

2
つ
起
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
昭
和
21
年
3
月
31
日
、
踏
切

で
貨
車
と
ア
メ
リ
カ
人
が
運
転
す
る
ジ
ー

プ
が
衝
突
。
貨
車
15
両
が
脱
線
し
て
し
ま

い
、
私
は
事
故
関
係
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ

の
Ｍ
Ｐ
に
調
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の

警
察
よ
り
親
切
な
対
応
に
驚
き
を
感
じ
ま

し
た
。
ジ
ー
プ
を
運
転
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
人
が
、
車
の
ブ
レ
ー
キ
が
効
か
な
か
っ

た
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
お
か
げ
で
罪
を

被
ら
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
自
然
災
害
で
す
。
小
諸

方
面
へ
の
下
り
列
車
を
出
発
さ
せ
て
か
ら

ほ
ん
の
5
秒
程
度
の
間
に
大
雨
が
降
り
、

線
路
が
流
さ
れ
、
枕
木
だ
け
が
残
さ
れ
ま

し
た
。
豪
雨
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
経
験
し

ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
半
年
く
ら
い
の
頃
は
、
乗
客

「
国
鉄
と
共
に
」

谷
地
原
区　
　

田
邉　

弁
一

No. No. 155155

フ
ォ
ー
パ
ッ
チ
の
会

教
え
て
！
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル

　

私
は
、
昭
和
18
年
か
ら
昭
和
62
年
の
定

年
退
職
を
迎
え
る
ま
で
国
鉄
に
勤
め
ま
し

た
。
退
職
の
翌
日
に
は
、
国
鉄
も
Ｊ
Ｒ
に

変
わ
り
共
に
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
駅
員

と
し
て
戦
前
戦
後
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

最
初
の
勤
務
地
で
あ
る
御
代
田
駅
に
は
、

特
別
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
15
歳
で
就
職
。
い
わ
ゆ
る
丁
稚

奉
公
で
し
た
。
駅
長
さ
ん
や
助
役
さ
ん
の

弁
当
を
昼
と
夜
、
宿
舎
か
ら
運
ん
だ
り
、

夜
に
は
駅
長
さ
ん
の
家
に
お
風
呂
を
沸
か

過
ご
せ
た
気
が
し
ま
す

若かりし頃の思い出

夫婦で旅行した時の写真



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

　

ア
ロ
ハ
！
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ

ラ
・
コ
モ
ロ
ス
ミ
レ
」
で
す
。
毎
月
3
回

（
月
曜
日
・
午
前
）
文
化
セ
ン
タ
ー
軽
運

動
室
で
、
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。「
フ

ラ
は
基
本
ス
テ
ッ
プ
が
大
切
」
と
、
先
生

の
厳
し
く
も
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
を
重
点
的
に
、
そ
し

て
音
楽
に
合
わ
せ
、
振
り
の
練
習
。
フ
ラ

は
、
動
き
の
一
つ
一
つ
に
意
味
を
持
ち
ま

す
の
で
、
歌
の
意
味
を
良
く
理
解
し
て
表

現
し
ま
す
。

　
「
自
然
」
や
「
人
間
」
を
い
と
お
し
む

「
ア
ロ
ハ
」
を
心
に
、
皆
で
楽
し
く
、
ま

た
緊
張
す
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
達
と
一
緒
に
フ
ラ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

マ
ハ
ロ代

表　
　

松
井　

瑞
枝

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
間
に
合

い
ま
せ
ん
。

　

随
分
前
に
、
年
下
の
友
人
が
話
し
て
く

れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人

が
韓
国
で
バ
ス
に
乗
っ
た
時
、
一
人
の
老

人
が
話
し
か
け
て
き
た
の
で
「
日
本
語
、

お
上
手
で
す
ね
。」
と
何
気
な
く
応
じ
た

ら
、「
理
由
は
、
あ
な
た
達
が
ご
存
知
で

し
ょ
う
。」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

歴
史
的
事
実
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
何
の
こ

と
だ
か
ぐ
ら
い
で
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
35
年
前
に
西
独
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ

カ
ー
元
大
統
領
の
残
し
た
『
過
去
に
目
を

閉
ざ
す
者
は
現
在
に
対
し
て
も
盲
目
と
な

る
』
と
い
う
言
葉
を
心
に
留
め
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
国
へ
の
旅
行
も
ま
ま

な
ら
ぬ
現
在
で
す
が
、
い
つ
か
テ
ー
マ
の

あ
る
旅
を
再
開
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

回
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
現
地
の
研
究
者
を
案

内
人
と
す
る
旅
を
企
画
し
て
い
る
小
さ
な

旅
行
会
社
が
あ
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
客
同

士
や
現
地
の
方
々
と
の
交
流
は
、
大
い
に

刺
激
と
な
り
、
知
ら
な
か
っ
た
史
実
に
も

た
び
た
び
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
へ
3
回
、
韓
国
へ
2
回
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
へ
そ
れ

ぞ
れ
1
回
ず
つ
、
広
い
ア
ジ
ア
圏
の
中
で

は
、
ま
だ
数
ヶ
国
し
か
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

歴
史
の
現
場
に
立
つ
ま
で
に
は
、
で
き
る

だ
け
、
読
書
、
新
旧
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
の
鑑
賞
、
学
習
会
へ
の
参
加
等
を

「
学
び
の
旅
」大

久
保
区　

井
出
和
嘉
子

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
自
分
は
、
テ
ー
マ

の
あ
る
旅
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
明
治
時
代
以
後
の
現
代
史
の
中
で

大
き
な
出
来
事
の
あ
っ
た
そ
の
現
場
に
、

行
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。「
遠
く

の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
地
理
的
に
も

習
俗
的
に
も
よ
り
身
近
に
感
じ
る
ア
ジ
ア

圏
内
に
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
代
史
、
ア
ジ
ア
、
日
本
と
の
関
係
と

い
う
と
自
ず
と
テ
ー
マ
は
、「
戦
争
や
平

和
」
と
い
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
自

分
の
行
っ
て
み
た
い
所
は
、
観
光
旅
行
で

は
、
な
か
な
か
行
か
な
い
所
ば
か
り
で
す
。

個
人
で
行
く
勇
気
も
才
覚
も
な
い
自
分
は

ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
毎

韓国チェジュ島　旧日本軍の格納庫

ベトナム　ツーヅー病院でドクさん（左）と

フ
ラ
・
コ
モ
ロ
ス
ミ
レ

▼子どもたちは
 各自小舟を漕いで帰宅

▲ベトナム・ハロン湾内の
 水上小学校
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し
た
。
今
回
は
十
四
店
舗
の
お
店
に
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
経
験
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た
し
、
お
弁
当
も
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　
「
一
日
総
合
の
日
」
で
は
、
私
た
ち
の

学
習
の
た
め
に
地
域
の
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々

の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
飲

食
店
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
っ
て
い
く
な
ど
少
し
で
も
地
域

の
た
め
に
力
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状

況
で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て

く
れ
る
よ
う
に
小
諸
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ら
な
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

竹
内
さ
ん
の
お
話
で
は
、「
形
か
ら
入

る
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
る
と

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
や
り
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
形
か
ら
入
っ
て

努
力
を
積
み
重
ね
て
で
き
る
よ
う
に
す

る
」
と
、
話
し
て
い
た
の
で
私
も
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
時
は
竹
内
さ
ん
の
お
話

を
思
い
出
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
お
昼
に
は
、
も
っ
と
小
諸
の
飲

食
店
を
知
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
地
域
の
飲
食
店
か
ら
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
し
て
、
み
ん
な
で
昼
食
会
を
し
ま
し
た
。

私
は
十
三
年
小
諸
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

行
っ
た
こ
と
が
な
い
お
店
や
、
知
ら
な
い

お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
小
諸
に
つ
い
て

知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

「
一
日
総
合
の
日
」
の

学
習
に
つ
い
て

　

芦
原
中
一
学
年
は
十
一
月
二
十
日
㈮
に

総
合
学
習
と
し
て
小
諸
市
長
さ
ん
と
竹
幸

商
店
の
竹
内
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
た

り
、Go To Eat in 

小
諸
と
い
う
活
動

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

市
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
高
齢
化

が
進
み
、
若
い
人
が
小
諸
か
ら
出
て
い
っ

て
し
ま
う
た
め
、
小
諸
に
住
む
人
が
減
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
私
は

「
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
」「
食
べ

物
が
お
い
し
い
で
す
よ
」「
み
ん
な
優
し

い
で
す
よ
」
と
小
諸
の
こ
と
を
あ
ま
り
知 一年三組　髙

たか

栁
やなぎ

美
み

那
な

竹内さんの講演の様子

飲食店でテイクアウトをしている生徒達の様子

　申込みは平日 9：00～17：00。申込み多数の場合は初心者優先とし公民館にて責任抽選いたします。また、
申込み少数の場合や新型コロナウイルス感染拡大防止により講座が中止や変更になることがあります。

令和 3年 3 月公民館講座 ❖小諸市文化センター　☎0267-23-8880

№320№320

芦原中学校

こもろ女性の家　 ピザ窯をつくろう！
―「移動式ピザ窯」の作り方を伝授＆ピザ窯でピザを焼いて食べよう！―

◇開 催 日　 3月13日㈯
◇時 間　10：00～13：00
◇場 所　陶芸木工室
◇定 員　15名
◇参 加 費　一人500円　※昼食のピザ代
◆申込み期間　 2月 2日㈫～ 2月19日㈮

こもろ女性の家　 お家時間を楽しむ Part2
～ 100％アロマが香るドライフラワーで作るリードディフューザー ～

◇開 催 日　 3月 3日㈬
◇時 間　19：00～20：30
◇場 所　料理教室
◇定 員　14名
◇材 料 費　3,000円（100％天然オイル 5㎖ 1本付き）
◆申込み期間　 2月12日㈮～ 2月19日㈮



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

21 令和 3年 2月号

日・曜 開演 イベント名 主催者 問い合わせ先

10㈬ 13：30 小諸市介護予防ささえ愛サポーター研修 小諸市高齢福祉課 0267-22-1700

26㈮ 18：30 公民館関係役員研修会 小諸市公民館 0267-23-8880

28㈰ 13：00 東信中学校交歓演奏会 東信Ａ中学校吹奏楽連盟 0267-22-0595

小諸市文化会館 2月スケジュール小諸市文化会館 2月スケジュール

小諸市文化会館12月スケジュール

※文化会館ホールの令和 4年 2月利用予約
は、ホール舞台装置の改修工事のため受
付けておりません。
（令和 3年12月 1 日～令和 4年 3月31日）
　ご理解ご協力をお願いいたします。

みなさんの音楽活動を支援します！

「音楽のまち・こもろ推進協力団体」 募集
小諸市はまちじゅうに音楽があふれる「音楽のまち・こもろ」をめざしています。そこで、市
民が開催する「音楽のまち・こもろ」の冠を付した演奏会において、下記会場を使用する場合
に限り、その施設使用料（※）を全額免除します。

対象施設
・小諸市文化センター（文化会館ホール）,小諸市市民交流センター（ステラホール）
※施設使用料は全額免除。（入場料有料の場合のみ50％減免）ただし、冷暖房費や備品使用料はご負担いただきます。

推進協力団体の認定要件（一部抜粋）
1 　音楽のまち・こもろの推進に寄与する活動を行う、自
発的な市民の活動団体であること
2　次の実態を備えた団体であること
①会則があること
②団体の意思を決定できる組織が確立していること
③会計機能を有すること
④団体活動の拠点として事務所（自宅でも可）を有すること

3　営利事業、政治活動及び宗教活動を行う団体でないこと
4　活動している会員が 5名以上いること
5　各施設の利用規約及び関係する法令を守って活動すること

申込み
所定の様式を令和 3年 2月26日㈮まで
教育委員会文化財・生涯学習課までご提出ください。
（様式は、文化財・生涯学習課窓口のほか、小諸市ＨＰからも入手可。） 問い合せ先　教育委員会文化財・生涯学習課 ☎0267-22-1700

【公民館・こもろ女性の家】（貸出備品含む）
令和 3年 4月利用予約 2月 1日㈪

【乙女湖体育館】
令和 3年 8月利用予約 2月 1日㈪

受付開始日

56

━ 開催と作品募集 ━

◆日 時 3 月 5 日㈮～ 3 月 7 日㈰
9 ：00～17：00　※最終日は16：00まで

◆作品種別 漢字・仮名・漢字かな交り書・てん刻・刻字
◆募集資格 書道を愛好する方々（市外の方々も大歓迎）
◆出 品 料 会員1,000円／非会員3,000円
◇お申込み 1月31日㈰　10：00～10：30（時間厳守）

※鶴寿庵（東小諸）へ出品料を添えてお申込みください。

問い合わせ先　小諸書芸連盟会長　佐藤山 ☎090-9646-7063 問い合わせ先　小諸市文化協会　☎0267-23-8880

※ご来場の際は、体調管理、マスク着用、連絡先のご記入にご協力ください。

第41回　総合写真展
小諸市文化協会加盟団体による写真展です。

◆日　　時
3 月11日㈭～

3 月14日㈰
10：00～17：00
※最終日は16：00まで

乙女湖体育館より展覧会のお知らせ


